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〈1〉仕様 
（1）標準仕様 

項目 形名 

標
準
性
能
※
1

外
形
寸
法
 

圧
縮
機
 

冷
媒
 
凝
縮
器
 

送
風
機
 

運
転
調
整
装
置
 
冷
却
水
 

30℃ 
入口 

配
管
寸
法
 
保
護
装
置
 

定 格 冷 房 能 力  

定 格 電 源  

定 格 消 費 電 力  

運 転 電 流  

運 転 力 率  

始 動 電 流  

外装〈マンセル記号〉 

高 さ  

幅 

奥 行  

形 式 × 台 数  

始 動 方 式  

電 動 機 出 力  

容 量 制 御  

1 日 の 冷 凍 能 力  

冷 凍 機 油  

種 類 × 封 入 量  

制 御 方 式  

形 式 × 個 数  

冷 却 水 回 路 数  

冷 却 器 形 式  

形 式 × 個 数  

標 準 風 量  

標 準 機 外 静 圧  

標 準電動機出力  

防音断熱材〈機械／送風機室〉 

エ ア ー フィル タ ー  

温度調節器・圧力計 

操作スイッチ・表示灯 

水 量  

水 圧 損 失  

冷 却 水 出 入 口  

上 部ドレン 出 口  

下 部ドレン 出 口  

圧 力 開 閉 器  

圧 縮 機 保 護  

送 風 機 保 護  

高圧ガス保安法区分 

冷凍保安責任者の選出 

製品質量／運転質量 

梱包寸法〈高さ×幅×奥行〉 

梱 包 質 量  

kW 

 

kW 

A 

% 

A 

 

mm 

mm 

mm 

 

 

kW 

% 

法定トン 

ℓ

kg 

 

 

 

 

 

m3/min 

Pa 

kW 

 

 

 

 

m3/h 

kPa 

B<A> 

B<A> 

B<A> 

MPa 

 

 

 

 

kg 

mm 

kg

PW-P160DJ1 

14.0／16.0 

 

3.82／4.45 

14.8／14.8 

74.5／86.8 

95／86 

 

 

950 

 

 

 

3.75 

 

1.30／1.55 

DAPHNE FVC68D  1.0 

R407C×1.3 

 

 

2 

 

 

42 

27／68 

0.75 

 

 

 

 

3.06／3.54 

36／47 

PT 1 メネジ 

 

 

 

 

 

 

 

185／190 

1800×1030×570 

200

PW-P630DJ 

56.0／63.0 

 

15.1／18.4 

54.4／57.8 

80.2／91.9 

266／248 

 

 

1810 

 

 

 

7.5×2 

 

2.57×2／3.06×2 

 

R407C×2.7×2 

 

 

4×2 

 

 

165 

30／153 

3.7 

 

 

 

 

12.24／13.98 

56／72 

PT 2 メネジ 

 

 

 

 

 

 

 

505／520 

2090×1930×810 

568

PW-P315DJ1 

28.0／31.5 

三相200V50/60Hz 

7.10／8.42 

25.6／26.6 

80.1／91.4 

237／216 

アイボリーホワイト〈5Y 7.5／1〉 

 

1470 

 

 

 

7.5 

 

2.57／3.06 

 

R407C×2.6 

膨張弁 

 

4 

クロスフィン 

シロッコファン×2 

80 

43／113 

1.5 

グラスウール 

PPハニカム織 

温度調節器のみ付 

付 

6.06／6.84 

41／52 

 

 

 

高圧側　2.6  ／　低圧側　0.245 

熱動過電流継電器，熱動温度開閉器 

熱動過電流継電器 

不要 

不要 

295／305 

1800×1550×570 

314

PW-P250DJ1 

22.4／25.0 

 

5.82／7.05 

20.7／22.5 

81.2／90.5 

188／171 

 

1670 

1170 

510 

全密閉×1 

直入 

5.5 

－ 

2.08／2.48 

 

R407C×2.1 

 

二重管×1 

3 

 

 

72 

23／100 

0.75 

 

 

 

 

4.86／5.52 

41／51 

 

 

PS 1/2 メネジ 

 

 

 

 

 

225／232 

1800×1250×570 

243

PW-P500DJ 

45.0／50.0 

 

12.1／14.5 

43.4／46.4 

80.5／90.2 

203／219 

 

 

1470 

 

 

 

5.5×2 

 

2.08×2／2.48×2 

 

R407C×2.3×2 

 

 

3×2 

 

 

135 

25／112 

2.2 

 

 

 

 

9.84／11.1 

41／52 

PT1 1/2 メネジ 

 

 

 

   

 

 

 

455／469 

2090×1590×810 

514

DAPHNE FVC68D  2.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PT1 1/4メネジ 

1870 

 

720 

全密閉×2 

直入＜順次＞ 

 

100，50，0 

 

DAPHNE FVC68D  2.0×2 

 

 

二重管×2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PS 1 メネジ 

注※1.標準能力はJIS規格 B 8616〈吸込空気温度 乾球温度27℃，温球温度19℃，冷却水温度入口30℃，出口35℃〉に準じて運転した場合の値を示します。 

PS1 メネジ 
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〈2〉外形寸法図 
●PW-P160DJ1

●PW-P250DJ1
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●PW-P315DJ1

●PW-P500DJ
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●PW-P630DJ
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〈3〉電気配線図 
●PW-P160, 250, 315DJ1

1-336



●PW-P500, 630DJ
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〈4〉冷房能力特性 
●PW-P160DJ1

■冷房能力特性 

■風量補正線図 ■運転温度範囲 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 

0.9

1.0

1.1

35 40 42 45 50
風量 （m3/min） 

35 40 42 45 50
風量 （m3/min） 

0.9

1.0

1.1

50Hz

60Hz

室内吸込湿球温度 （℃） 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

35 45

0.0

0.1

0.2

35 45 5040

50Hz

(m3/min)

60Hz

■水圧損失表 

PW-P160DJ1
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

15 
0.9 
3.0

25 
1.5 
9.8

35 
2.1 
18.6

45 
2.7 
27.3

50 
3 
33.7

58 
3.48 
45.4

65 
3.9 
57

75 
4.5 
75.8

室内吸込空気湿球温度　　　（℃）  

■別売品特性 

20

15

35

30

25

30

40

10 15
10

20 25

冷 
却 
水 
入 
口 
水 
温 
（℃） 

連 
続 
運 
転 
可 
能 
範 
囲 

使
用
可
能
範
囲（
プ
ル
ダ
ウ
ン
時
） 

能力 
消費電力 
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●PW-P250DJ1

50Hz

60Hz

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

■冷房能力特性 

■別売品特性 

■風量補正線図 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 

0.9

1.0

1.1

65 70 72 8075

0.0

0.1

0.2

65 70 75 80

50Hz 60Hz

(m3/min)

■水圧損失表 

PW-P250DJ1
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

23 
1.38 
3.9

30 
1.8 
6.8

50 
3 
17.7

70 
4.2 
30.5

83 
4.98 
42.1

95 
5.7 
54.4

100 
6 
60

113 
6.78 
75.9

室内吸込空気湿球温度　　　（℃）  

風量 （m3/min） 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 
0.9

1.0

1.1

65 70 72 8075
風量 （m3/min） 

■運転温度範囲 
40

10 15
10

20 25

20

15

35

30

25

30

冷 
却 
水 
入 
口 
水 
温 
（℃）

室内吸込湿球温度 （℃） 

連 
続 
運 
転 
可 
能 
範 
囲 

限界線 

風量65m3/min

使
用
可
能
範
囲（
プ
ル
ダ
ウ
ン
時
） 

能力 
消費電力 
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●PW-P315DJ1
■冷房能力特性 

■別売品特性 

■風量補正線図 ■運転温度範囲 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 

50Hz

60Hz

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

0.9

1.0

1.1

70 75 80 85 90 95 100

0.0

0.1

0.2

70 75 80 85 90 95 100

50Hz 60Hz

(m3/min)

■水圧損失表 

PW-P315DJ1
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

30 
1.8 
3.9

50 
3 
10.8

70 
4.2 
20.6

90 
5.4 
32.4

100 
6 
41.6

114 
6.84 
52.0

130 
7.8 
66.7

150 
9 
87.3

室内吸込空気湿球温度　　　（℃）  

風量 （m3/min） 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

0.9

1.0

1.1

70 75 80 85 90 95 100
風量 （m3/min） 

20

15

35

30

25

30

40

10 15
10

20 25

冷 
却 
水 
入 
口 
水 
温 
（℃）

室内吸込湿球温度 （℃） 

連 
続 
運 
転 
可 
能 
範 
囲 

限界線 

風量68m3/min

使
用
可
能
範
囲（
プ
ル
ダ
ウ
ン
時
） 

能力 
消費電力 
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●PW-P500DJ

■冷房能力特性 

■別売品特性 

■風量補正線図 ■運転温度範囲 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 

50Hz

60Hz

能
力
・
消
費
電
力
係
数 0.9

1.0

1.1

115 125 135 145 155 165

0.0

0.1

0.2

115 125 135 145 155 165
(m3/min)

■水圧損失表 

PW-P500DJ
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

45 
2.7 
4

60 
3.6 
6.5

80 
4.8 
10.7

120 
7.2 
22.5

150 
9 
34.4

163 
9.78 
40.4

186 
11.16 
52.1

220 
13.2 
72.1

室内吸込空気湿球温度　　　（℃）  

風量 （m3/min） 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 0.9

1.0

1.1

115 125 135 145 155 165

風量 （m3/min） 

20

15

35

30

25

30

40

10 15
10

20 25

冷 
却 
水 
入 
口 
水 
温 
（℃） 

室内吸込湿度温度 （℃） 

連 
続 
運 
転 
可 
能 
範 
囲 

限界線 

風量115m3/min

使
用
可
能
範
囲（
プ
ル
ダ
ウ
ン
時
） 

50Hz 60Hz

能力 
消費電力 
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●PW-P630DJ

■冷房能力特性 

■別売品特性 

■風量補正線図 ■運転温度範囲 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 

50Hz

60Hz

0.9

1.0

1.1

140 150 160 170 180 190 200

0.0

0.1

0.2

140 150 160 170 180 190 200

50Hz 60Hz

(m3/min)

■水圧損失表 

PW-P630DJ
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

60 
3.6 
6.9

90 
5.4 
13.7

120 
7.2 
22.5

150 
9 
33.3

180 
10.8 
45.1

201 
12.06 
54.9

230 
13.8 
69.6

260 
15.6 
87.2

290 
17.4 
106.8

室内吸込空気湿球温度　　　（℃）  

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

風量 （m3/min） 

0.9

1.0

1.1

140 150 160 170 180 190 200

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

風量 （m3/min） 

40

10 15
10

20 25

20

15

35

30

25

30

冷 
却 
水 
入 
口 
水 
温 
（℃）

室内吸込湿球温度 （℃）

連 
続 
運 
転 
可 
能 
範 
囲 

　限界線 
風量140m3/min

使
用
可
能
範
囲（
プ
ル
ダ
ウ
ン
時
） 

能力 
消費電力 
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〈5〉騒音特性 
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形　名 騒音値(dB[A特性])

PW-P160DJ1 53/53

形　名 騒音値(dB[A特性])

PW-P250DJ1 55/55

【測定条件】
●無響音室：暗騒音25dB［Ａ特性］以下

１
ｍ
 測定点 

１ｍ 

（
正
面
） 
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形　名 騒音値(dB[A特性])

PW-P315DJ1 57/57

形　名 騒音値(dB[A特性])

PW-P500DJ 60/60

形　名 騒音値(dB[A特性])

PW-P630DJ 63/63



〈6〉重心位置 
（1）室内ユニット 
●PW-P160, 250, 315DJ1

●PW-P500, 630DJ

機　種 
 

PW-P160DJ1 

PW-P250DJ1 

PW-P315DJ1

重心位置 

D 

260 

250 

250

B 
 

477 

477 

477

A 
 

924 

1144 

1444

C 

385 

460 

585

E 

620 

620 

620

機　種 
 

PW-P500DJ 

PW-P630DJ

重心位置 

D 

405 

440

B 
 

678 

678

A 
 

1445 

1785

C 

695 

880

E 

690 

800

1-345
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〈7〉冷媒回路図 
●PW-P160, 250, 315DJ1形 

●PW-P500, 630DJ形 

※1.継手のフレアナットを開閉する際、微量ですが冷媒が漏れますので、開閉作業は速やかに行ってください。 

※1

※1

※1

※1
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〈8〉耐震強度計算（アンカーボルト） 

1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg190

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 931.0

③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） 

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa233.8

（8）アンカーボルトの施工法 

fts＝ MPa176.4

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.429.6

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.4   MPaσ＝ 
Rb
＝ A 29.6

②せん断応力度 MPa＜fs＝132.3  MPaτ＝ 
Q
＝ A 8.2

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 3346.2

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N3724.0

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N1862.0

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

①PW-P160DJ1

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m620 0.62

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m345 0.345

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.188（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m188

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 3346.2

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 

6
2
0

345
188

1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg232

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 1136.8

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa230.9

（8）アンカーボルトの施工法 

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.4   MPaσ＝ 
Rb
＝ A 36.2

②せん断応力度 MPa＜fs＝132.3  MPaτ＝ 
Q
＝ A 10.1

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 4085.9

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N4547.2

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N2273.6

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

②PW-P250DJ1

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m620 0.62

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m345 0.345

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.178（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m178

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 4085.9

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 
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③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） fts＝ MPa176.4

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.436.2

1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg305

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 1494.5

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa225.8

（8）アンカーボルトの施工法 

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.4   MPaσ＝ 
Rb
＝ A 47.5

②せん断応力度 MPa＜fs＝132.3  MPaτ＝ 
Q
＝ A 13.2

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 5371.5

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N5978.0

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N2989.0

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

③PW-P315DJ1

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m620 0.62

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m345 0.345

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.178（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m178

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 5371.5

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 

6
2
0

345
178

③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） fts＝ MPa176.4

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.447.5

1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg469

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 2298.1

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa214.4

（8）アンカーボルトの施工法 

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.4   MPaσ＝ 
Rb
＝ A 50.1

②せん断応力度 MPa＜fs＝132.3  MPaτ＝ 
Q
＝ A 20.3

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 5663.2

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N9192.4

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N4596.2

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

④PW-P500DJ

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m690 0.69

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m560 0.56

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.336（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m336

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 5663.2

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 
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③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） fts＝ MPa176.4

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.450.1
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1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg520

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 2548.0

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa210.9

（8）アンカーボルトの施工法 

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.4   MPaσ＝ 
Rb
＝ A 64.4

②せん断応力度 MPa＜fs＝132.3  MPaτ＝ 
Q
＝ A 22.5

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 7280.0

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N10192.0

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N5096.0

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

⑤PW-P630DJ

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m800 0.8

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m560 0.56

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.371（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m371

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 7280.0

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 
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③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） fts＝ MPa176.4

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.464.4
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〈9〉静風圧部品選定要領 

1-349

設
備
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン 

水
冷:

床
置
形
〈
R
4
0
7
C
〉 

（1）まえがき
エアコンをダクト接続する場合は、機外静圧・風量が大きくなるため、標準電動機、標準プーリーの使用範囲を超え
てしまう場合があります。従って、これに対処するため電動機またはプーリーを変更する必要があります。

（2）選定手順
1）風量、静圧を決定してください。
機外静圧の指示がある場合は機内静圧（抵抗）を加えて、全静圧に変更してください。
全静圧=要求機外静圧+機内静圧（抵抗）

2)送風機性能線図を使って電動機容量、電動機プーリーサイズを決定してください。
<例> 機種：ＰＷ－Ｐ315ＤＪ1

風量：90mm3／min
機外静圧：330Pa
組込キット：温水ヒーター

3）電動機サイズアップの際、下記モーターを手配してください。

（3）プーリーの仕様

電動機プーリーは主にJIS市販品で選定していますが、１部特殊サイズ電動機プーリーがあります。
（特殊サイズの場合は、入手性、納期の面で問題がありますので、納期の確認を願います。）

（4）注意事項
1） 電動機サイズアップはあくまでも、各機種のファン性能特性範囲内でおこなってください。
2） 機種によってはファンプーリーを変更する場合があります。

(手順)
①送風機性能線図より全静圧を求める。
全静圧＝要求機外静圧+機内抵抗

＝330+170
＝500 (Pa)

②風量90m3／min、全静圧500Paより　　
PW－Ｐ315ＤＪ1の電動機プーリー選定表を
使って電動機容量と、プーリーサイズを決定する。

<60Hzの場合>左図より
・電動機容量
2.2kW
・プーリーサイズ
Ａ159－28

適用機種 PW-P160DJ1 PW-P250DJ1 PW-P315DJ1 PW-P500DJ PW-P630DJ
モーターキット名 NFM1D5W（1.5kW） NFM1D8W（1.5kW） NFM1D10W（2.2kW）NFM1D15（3.7kW） NFM1D20（5.5kW）

3Ｂ・291－42

プーリー外径（mm) ボス内径（電動機軸径）（mm)B型プ－リーベルト3本掛用 
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（5）関連事項

1）平行度
ファンプーリーと電動機プーリーの平行度は下記規格を満足する様にしてください。

2）Ｖベルト張り具合
Ｖベルトの１本あたりの張力は、次のたわみ荷重（Ｗ）を満足すること。適正たわみ料（Ｌ）の値を①式で計算
し、その時のたわみ荷重（Ｗ）が下記の範囲内になるようにしてください。

注〕プーリーになじんだ後（運転後24～48時間後）に上記適正張りに調節するのがよい。
または新しいベルトの場合はたわみ荷量（W）の最大値の約1.3倍程度に調整するのがよい。

3）新規格ファン電動機（JIS規格）
ファン電動機（保護形・4P）

注）※1. 0.4kW電動機は全閉形を示します。
4）市販製プーリーサイズ表

5）各種プーリーの外径とピッチ径との関係は下記の通りです。
A型（ピッチ径）＝（プーリー外径）－ 9mm
B型（ピッチ径）＝（プーリー外径）－11mm

ファン電動機の回転数（4P）は次の数値を使用してください。
50Hz・・・・1450rpm
60Hz・・・・1750rpm

Vベルトの種類
A形
B形
C形
D形

たわみ荷重(W)kg
1.4～2.1
2.3～3.5
4.6～6.0
8.0～12.0

＝0.016×C－①
C：プーリーの軸間距離（mm）
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6）Vベルトサイズ（長さ）の選定
電動機プーリーを変更した場合、標準で使用しているVベルトが使用で
きないことがあります。次の計算によりVベルトサイズが選定できます。

①Vベルトサイズ（長さ）

②別表－1 軸間距離

項目 軸間距離mm（標準電動機搭載時）
機種 50Hz 60Hz 調整範囲
PW-P160DJ1 300 300 276～318
PW-P250DJ1 326 326 313～346
PW-P315DJ1 339 339 317～358
PW-P500DJ 220 220 203～267
PW-P630DJ 229 229 212～266

Lp=2C+1.57(D2＋D1)+ 　　　　　……①式 
 

Lp ： Vベルトの有効中心周長 
D1 ： 電動機側プ－リ－のピッチ径 
D2 ： ファン側プ－リ－のピッチ径 
C  ： 軸間距離 

〔mm〕 
〔mm〕 
〔mm〕 
〔mm〕 

……Vベルトの長さ（呼び番号）は 
　　通常インチ表示のため、注意してください。

4C
（D2－D1）2

計算例 
■PW-P315DJ1ファン電動機プ－リ
ーを標準A99からA141に変更す
る場合のVベルト長さ算出する。 

D1：141－9＝132mm 
D2：195－9＝186mm 
C  ：343mm（60Hz） 

Lp＝2×343＋1.57（186＋132） 

○標準ベルト長さの選定 
　　別表－2より 
　呼び番号46（L＝1168） 
　呼び番号47（L＝1194） 
　呼び番号47を採用する。 
　VベルトサイズA－47

　 ＝1187.4mm

　 　＋ 
（186－132）2

4×343

別表－1



③別表－2　Vベルトサイズ（JIS規格されている標準ベルトサイズ） 
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（6）送風機性能線図 
●PW-P160DJ1（50Hz） 

●PW-P160DJ1（60Hz） 
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●PW-P250DJ1（60Hz） 

●PW-P250DJ1（50Hz） 
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●PW-P315DJ1（50Hz） 

●PW-P315DJ1（60Hz） 
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●PW-P500DJ（50Hz） 

●PW-P500DJ（60Hz） 

1-356



●PW-P630DJ（50Hz） 

●PW-P630DJ（60Hz） 
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〈10〉据付工事 
（1）据付 
次の付属品を確かめてください。 

（a） 据付の前に 

（b） 据付場所の選定 

1-358



（c） 据付時の注意 

PW-P160DJ1 PW-P160DJ1 
PW-P250DJ1 PW-P250DJ1 
PW-P315DJ1 PW-P315DJ1 
PW-P500DJ PW-P500DJ 
PW-P630DJPW-P630DJ
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（2）配管工事 

（3）電気工事 

（a） 水配管工事 
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（4）試運転要領 
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〈11〉取付可能部品表 

KPC5J 
KPC8J 
KPC10J 
KPC15JA 
KPC20JA 
KPP5JA 
KPP8JA 
KPP10JA 
KEH115G5P 
KEH124G8P 
KEH130G10P  
KEH148D15 
KEH160D20 
KWH1C5A 
KWH1C8A 
KWH1C10A 
KWH1C15 
KWH1C20 
KSH1C5 
KSH1C8 
KSH1C10 
KSH1C15 
KSH1C20 
KEM102E8 
KEM104E15 
KEM105E15 
KEM106E20 
KSM1D5 
KSM1D8 
KSM1D10 
KSM1D15 
KSM1D20 
KD101A10 
KD101A20 
KD106D10 
KD106C20 
KD105E5C 
KD105E8C 
KD105E10C 
KD105E15 
KD105E20 
KHGP1A315 
KHGP1A630 
K-KRC70A1 
KWF1G5P 
KWF1G8P 
KWF1G10P 
KWF1G15 
KWF1G20 
KAFS1A15 
KAFS1A20

7DB-D01 
7DB-D02 
7DB-D03 
7DB-D04 
7DB-D05 
7DB-D06 
7DB-D07 
7DB-D08 
7DB-D11 
7DB-D12 
7DB-D13 
7DB-D14 
7DB-D15 
7DB-D16 
7DB-D17 
7DB-D18 
7DB-D19 
7DB-D20 
7DB-D21 
7DB-D22 
7DB-D23 
7DB-D24 
7DB-D25 
7DB-D26 
7DB-D27 
7DB-D28 
7DB-D30 
7DB-D31 
7DB-D32 
7DB-D33 
7DB-D34 
7DB-D35 
7DB-D43 
7DB-D45 
7DB-D48 
7DB-D50 
7DB-D51 
7DB-D52 
7DB-D53 
7DB-D54 
7DB-D55 
7DB-D58 
7DB-D60 
7DB-D66 
7DB-D61 
7DB-D62 
7DB-D63 
7DB-D64 
7DB-D65 
7DB-D69 
7DB-D70

適 用 機 種  
分
類 

ヒ
ー
タ
ー 

加
湿
器 

製品名 製品形名 形名コード 備　考 

プレナム室 

プレナム室用プーリー 

プレナム室側面吹出グリル 

新鮮空気取入口キット 

背面吸込口キット 

圧力計キット 

リモコンスイッチ 

木台 

超ロングライフフィルター 

電気ヒーター 

15kW 
24kW 
30kW 
48kW 
60kW

15kW 
24kW 
30kW 
48kW 
60kW 
19.1kW 
30.8kW 
40.7kW 
60.5kW 
79.0kW 
23.8kW 
37.3kW 
47.7kW 
67.4kW 
86.0kW 
2.6kg/h 
5.2kg/h 
6.5kg/h 
7.8kg/h 
2.6kg/h 
3.7kg/h 
4.7kg/h 
6.8kg/h 
9.5kg/h

※1 
※1 
※1 
※2 
※2 
※1 
※1 
※1

温水ヒーター 

蒸気ヒーター 

蒸発皿式 

蒸気スプレー式 

PW- 
P160DJ1

PW- 
P250DJ1

PW- 
P315DJ1

PW- 
P500DJ

PW- 
P630DJ
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※1. プレナム室とプレナム室用プーリーは合わせて使用してください。（50Hz地域において定格風量で使用する場合はプーリー交換は不要です。） 
※2. 60Hz地域でご使用の場合、プレナム室に付属のモータープーリーおよびＶベルトに交換してください。 
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